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小稿の目的は，パークレー学派の研究を素材として，フィールド調査を基本に据えた経験的な

文化地理的，文化・歴史地理的研究における一般化の方向について，学説史的整理をはかること

である。

空間論の台頭以降，それまでの地理学を個別記述的なとるに足りないものとして扱う傾向が一

部にある。たとえば， R. J.ジョンストンω は，人文地理学研究を，経験論的方法， r論理実証

主義」的方法，人文主義的方法，構造主義的方法に四分類したうえで，経験論的方法は今日では

とるに足らず，後三者が今日の人文地理学研究の上で重要であるとする。また坂本∞は，空間論

以前の地理学を地誌で代表させ，事実の羅列に終始した点を批判した上で，クーンの「科学革命」

を引き合いに出して，仮説演縛的な論理実証主義に基づく人文地理学を支持する。

もとより自らの立場の利点を批判さるべき立場との比較できわだたせることはよく行われる。

しかしながら，いわゆる伝統的地理学が事実の羅列に終始したあるいは地誌イコール事実の羅列

とのきめつけが誤りであることは，農村景観を対象としたドイツ集落地理学の成果∞や，近代地

理学史に関する諸論考ωからも明らかである。

ただ，そのような発言が出るのにも理由がある。伝統的地理学の成果とりわけ地域研究の成果

に対する検討が不十分であったことは，その最大のひとつであろう。そのため，ステレオタイプ

化した「事実の羅列」との評価が時として安易に用いられるのである。

19世紀以来の地理学において，人文地理学の諸立場を概観すれば，自然哲学，地理的環境論

(生物地理学としての人類地理学を含む)，生活様式論，地域論，地誌，景観論，空間論，行動主義，

マルクス主義，人文主義などが挙げられよう。これらはまた，前二者，中四者，後四者に分けて，

自然、地理学内部の人文地理学，自然地理学を視野におさめた人文地理学，自然、地理学を除外した

人文地理学に再整理することも可能であろう。中四者はまた，フィールド調査を重視bた点でも

特徴がある。先の評価は，自然、地理学を除外した社会科学としての純化をめざす立場からのもの
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であり，生活様式論から景観論までの立場とは基本的に異なる。このように，生活様式論から景

観論までの，多岐にわたるアプローチを十分顧慮せずに単純化している点，基本的な立場の相違

のために超越的批判の性格をもっ点，で先の評価は不十分である。さらにまた，同じ生活様式論

の中でも，微妙に相互に異なる立場が存在する(5)のであり，それらがめざす一般化の方向とその

意義が検討されねばならなし、。そのためには，より内在的に，研究例に即して吟味することが必

要であろう。

このような研究史の現状を踏まえて，小稿では冒頭の研究成果に対象を限定して検討する。対

象限定は筆者の現在の関心に照らして行った。以下の検討にあたっては，本来，全面的にパーク

レー学派の研究群を渉猟すべきであるが，膨大な数にのぼるため，とてもその責を果たせない。

そこで，まず次善の策として『カリフォルニア大学地理学刊行物~ (以下 UCPGと略記)その他

によって，概観的にパークレー学派の全体動向を辿るとともに， P.ワグナー&M.マイクセル編

『文化地理学論文集i6
) (同『論文集』と略記する)の検討を行うこととする。『論文集』は，

「従来のパークレーでの研究者や出身者の研究の蓄積，あるいはその関心とする方向が体系的な

展望のもとに提示された」との評価7)を受けている。また，そのような書であるにもかかわらず，

我が園では，佐々木高明による目次を列記した文献紹介ωがあるにとどまる。従ってその分析も

一定の意義を有しよう。

ノくークレー学派の研究に対しては， これまでにも検討されている。(9)そのうち， フィールド調

査に基づく成果が地理学全体の枠組で果たす役割に留意して言及されたものとして， H.ブ、ルッ

クフィールド (1964)，R.プラット (1959)，マイクセル編 (1973)などがある。(10)それらの論点

に関しては，第 4章以降で詳細に検討する。

E バークレー学派の研究の概観

1923年の C.サウァーのカリフォルニア大学パークレー校への就任とその後の地理学教室の状

況については，回想や研究によって多くのことが述べられている 001〕本章ではこれらとの重複を

なるべく避けて，サウァーら教室スタッス出身者の研究を概観しよう。

地理学教室のスタッフと学生の論文発表の場として，パークレー校には， UCPGと，人類学

教室や歴史学教室との共通誌『イベロ・アメリカーナ~ (以後 1Aと略記)(12)がある。後者はサウ

ァーら三教室で1932年に創刊された。まず， UCPGについてみていこう。
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(1) u C P Gからみた特色

UCPGは教室紀要に相当し，教室スタッフの論文と学生の学位論文を主に掲載している(後

掲資料 1)。第 1表はその内容を分野別に分類するとともに，スタップ・学生の別，教室構成ス

タップの変遷を示したものである。ただ，学生の学位論文の掲載については，サウァーからの取

得者以外は不明分がある。ホールウェイからサウァーに編集が引き継がれたのは，自身の教授就

任の必要から記した 2-2 r景観の形態学」以後である。

第 l表 UCPGの内容と執筆者

地地気候地m 動J物皇事 都経済人文化その スタップ 学材位と論す文を素

の論文名
るもの スタップの

巻号 年

誌図気象地質 市交通口地理他
スタップ 取その学得生名年 就任・退職など

注1) 注2) 注3)

1-1 1913 。 RSH 

2 I 1913 。
3 I 1914 。 RSH 

4 I 1914 。
5 I 1914 。
6 I 1914 。
7 I 1914 。 RSH 

8 I 1916 。
9 I 1916 。
10 1917 。

2-1 1919 。
2 I 1925 。COS サウァー就任，ライ

リー， ラッセ Jレも

associateとして就任

(1923) 

3 I 1925 。 ]BL 

4 I 1926 。 R]R 

5 I 1926 。 。 OS 

6 I 1927 。 ]BL 

7 I 1927 。 R]R 

8 I 1927 。 OS 

9 I 1927 。 COS(共著

10 1927 。 。 OS 

11 1927 。 R]R 

12 1928 。 OS 

13 1928 。。 ]BL 

14 1928 。 OS 

3-1 1928 。 ]BL ]. B. Leighly ラッセル転出，ケッ

1927 セリ就任 (1928)
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地地気地動生昔日経人文そ
スタソブ

学位論文を素

候形植態・ 済
化の の論文

材とするもの スタップの
巻号 年

スタソ 7名
その学生名

就任・退職など気 f也 資 うζ 1也 取得年
注1) 誌図象質物源市通口理他 il.21 1主3) 

3-2 1929 。 (W]) 

3 I 1929 。 05 

4 I 1929 。 C05 

5 I 1930 。 C05 

6 I 1930 。
7 I 1930 。 C05(共著)

4 1930 。 05 

5-1 1931 。 (R]R) 

2 I 1931 。 F. B. Kniffen 

1930 

3 I 1931 。 C05(共著)

4 I 1932 。 F. B. Kniffcn 

1930 

5 I 1932 。 (R]R) 

6-1 1932 。 ]BL 

2 I 1932 。 (R]R) 

3 I 1932 。
4 I 1933 C ]BL 

5 I 1934 。 ]BL 

6 。 ]BL 

7 。 JBL J.プレック就任

(1936) il:4 ) 

8 I 1939 。 ]EK J. E. Kesseli 

1938 

9 I 1944 。 。
7 1935 。 P. Meigs 1932 

8-1 1940 。
2 I 1957 。[HLK) 口ストノレント lecturer

として就任(1945)• 
ブレ y ク転出(1946)

ノ《ーソンズ就任

(1947) 

3 I 1957 。
4 I 1962 。

9 1952 。 。 E. Rostlund 

1951 

10-1 1953 。
2 I 1954 。 (E. H. Hamrnond 

1951 ) 

3 I 1956 。 (c. P. Patton 

1953) 
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地地震需物品植建資源 都善・ 人主山 のそ
スタップ 学材位との論す学得文る生をも素の スタッフの

巻号 年 の論文名
取そ 名年

誌図気象地質 市交通口理地 他

スタッフ 就任・退職など

注 1) 注2) 注3)

10-4 1957 。 。 。 B. A. Arnold 

1954 

11 1955 。 (D. H. Mil1er 

1953) 

12-1 1956 。 。 JJP 

2 I 1958 。 。 (C. S. Alexand巴r サウ 7一退職 (1957)

1955) 

3 I 1958 。 P. Wagner C.グラッケン就任

1953 (1958) 

4 I 1961 。 。
13 欠号? ライリー退職 (1960)

14 1961 。 M. W. Mikesel1 サウァー UCPGの編

1959 集から退く。ロスト

ルント死亡 (1961)

15 1963 。。。
16 1964 。 [TLM) 

17 1965 。 。 [P. W. Pease 

1960) 

18 1965 。 (D. R. Harris 

1963) 

19 1966 。。。 [JES) 

20 1970 。
21 1976 。 [TLM) グラッケン退職

(1976) 

22 。 RRR 

23 1979 。 [CJB] 

24 1981 。
25 。 [JDS) ノ〈ーソンズ退職

26 1987 。
注 1) 8 -1 ~ 4. 15はロサンゼルス校. 16以降は共同で編集。 14以前は 8を除いてパークレー校が編集。

注 2) スタップ名で. ( )は WTについてはサマーセミナー担当.RJRは転職で，いずれも教室構成員でな

い。[ )はロサンゼルス校. [ ]はデービス校，それ以外はパークレー校。

略号は次のとおり。 RSH: R. S. Holway COS : C. O. Sauer JBL : J. B. Leighly 1927年の学位取得以前もスタ

ップとしたのは associate制度のため。 RJR: R. J. Russel1 OS : O. Schmieder WJ : W. Jones JEK : 1. E. Ke-

sseli HLK : H. L. Kostanik JJP : J. 1. Parsons TLM : T. L. Mcknight JES : J. E. Spencer RRR : R. R. Reed 

CJB : C. J. Bahre JDS : J. D. Sauer 

注 3) ( )はバークレー校でサウァ一以外の指導教官のもとでの取得者。[ )はロサンゼルス校での取得

者。他はサウァーを指導教官にもつ取得者。

注 4) J. ブレックはオランダ人。 1930~1931年ドクター論文作成のためノ《ークレー校に留学し，サウァーの指

導をうけた。ライリーによれば，当時のサウ 7ーの文化景観・文化地理学観を最も具現した研究論文とい

つ。
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分野別の特色として，ホールウェイ下では，気候・気象と地形・地質の分野に限定されていた。

その後1940年以前は，気候・気象，地形・地質，文化・歴史の三分野から成り，スタップの論文

比率が圧倒的に高し、。教授サウァーと，サウァーと共に当初は associate(13)としてのスタッフで

あった J.ライリー， R.ラッセルのほか，ヘットナ一門下のアルゼンチン研究者で1925-1930ま

で客員教授を勤めたo.シュミーダーの論文がめだっ。ライリーとラッセルは気候・気象か地形・

地質の論文，シュミーダーは文化・歴史の論文であった。サウァーは単独では地形の論文，学生

(P.メイグスやD.プランド)との共著では南西部カミらメキシコにかけてのラテンアメリカの原

住民文化に関する論文であった。学位論文としては，ライリーのスウェーデンの都市形態研究と，

ラッセルの後任として地球科学を担当した J.ケッセリの詳細な洪積世氷河の研究の他には， F. 

ニッフェン，メイグス，ブランドら早くからサウァーによるラテンアメリカ研究(含南西部)に

参加した学生の文化・歴史地理学研究がある。

1940年以後，つまり第 8巻以後， UCGPの性格は若干変わる。それまでパークレー校のみが

編集・発行していたのに対し， ロサンゼルス校が第 8巻， 15巻を編集し，第16巻からは二校の共

同編集，さらにカリフォルニア大学を構成するそれ以外のデービス校， リバーサイド校，サンタ

ノfーパラ校等との共同編集が行われるに至る。ロサンゼ、ルス校が担当した第 8巻は明らかにそれ

までとは異質である。第 9~14巻にかけてはパークレー校が編集し，従来の傾向に戻る。ただし，

スタップの論文は12-1のJ.J.パーソンズなどわずかとなり，学生の学位論文が中心となる。

その中でサウァーからの取得者の論文は文化・歴史に限定されている。また表示していないが，

フィールドの範囲も以前に比べて遠方に及んでいる。

第15巻以降，さらに掲載論文の傾向が変わる。主流は植生破壊や家畜の野生化などの動植物地

理学と，きわめて長いタイムスパンの中での複数の時の断面の描写もしくは占拠系列の描写(14)へ

と移行する。文化・歴史関係としては， R.ラム， J.スペンサー， D.ネーメスを数えるのみで，

それらも前期の頃の文化・歴史研究とは異なる。

そこで次に，文化・歴史地理学に属する論文について，その概略を述べ，特色を明確化してみ

fこし、。

2 -10:シュミーダ一。自分自身の 2-8を踏まえて，現地史資料によりアルセ、ンチンのパンパ

草原が植民地時代に燃料採取と牧畜のための森林破壊によって形成された文化景観であるこ

とを証明。

2 -12:シュミー夕、一。アルゼンチントゥクマン州におけるコロンブス以前からスペイン植民地

化にかけての文化景観の変化を検討。具体的には集落・自給農業から商業農業への農地の変

化を検討。

3-7:サウァー&ブランド。アリゾナ州南部のプエプロ遺跡が，文化の回廊地帯としてどの程
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度重要で，どの文化の間でいかなる伝播が存在したのかを検討。土器や磨製石器などの人工

遺物の分析と現地に残る礎石による集落位置の確認など，考古学的データを用いて文化領域

に関する上述の問いに解釈を試み， 4文化のフロンティア(伝播前線)を地図化し，各文化

の特色をまとめている。

4 :シュミーダー。フィールド調査と古文書調査をあわせ，メキシコオアハカ州の原住民の諸農

村集落を，地名・農地形態・土地保有形態・土着経済などのタイプを指標に分類。山地と谷

との差異に留意するとともに，古代の社会組織の差異が自然条件の類似する二集落の文化的

差異をつくったケースについても古文書等の活用により証明。

7 :メイグス。 1925-1929年にわたる長期間のフィールド調査と文書史料分析によって，パハカ

リフォルニアに18世紀後半ドミニコ派修道士が形成したミッション網を再構成。そして，伝

道以前，伝道過程とその最盛期，伝道以後の崩壊期の三期の「景観」の差異，具体的には農

地・作物・家畜・農場形態・人口・交易・交流の諸項目の差異を分析。

9 : E.ロストルント。船乗りとしての前半生をもっ彼が，(日〕淡水および朔河性の魚類資源の北

米における分布を図示し，その上で原住民によるそれらを対象とした漁法と資源貯蔵法など

の伝統的技術を調べてやはり図示し，最後にその重複から文化史つまり歴史的な諸民族間の

文化の伝播を考察。

12ー1:パーソンズ。 1953年春夏にカリフ申海西部の英語圏島1興集落を対象に行ったフィールド調

査のモノグラフ。イギリスピューリタン時代・スペイン統治下・連邦統治下という植民地化

の各時代の政策・生業・集落等の状況，アメリカ人交易者による農業発展(ココナツ商品経

済)，カメ・アザラシ捕獲・中央島への人口移動・社会文化地理などについて記述。

12-3 :ワグナ一。コスタリカ西部の町ニコヤの失われつつある自給的な物質文化全般を記した

モノグラフ。自然条件と歴史的背景の概観のあと，集落の分布・形態，交通網，土地利用，

樹園地と耕地の平面図表現による農作物生産状況，家畜飼養，家屋，農具，乗物，食事，伝

統的工芸技術と野生植物加工といった物質文化全般の記述を通じて，伝統的社会の変わりに

くい安定構造の存在を指摘。社会変化や社会的事象の諸作用への顧慮はほとんどなく，技術

変化や自然景観の活用によりもたらされる経済変化に注目。

14 :マイクセル。物質的特色は文化地理学のすべてではないが，地理学者が体系的に研究しうる

中心的対象であるとの立場から分析。 1955年-57年までの北部モロッコリフ山脈のフィール

ド調査をもとに，自然環境とりわけ森林植生の歴史時代の概況，ヨーロッパの介入以前の文

化史，介入による諸活動とそれに伴う集落形態，農業(農事暦，農作物，農具，家畜，潅概

と水利権，契約と共同作業，相続)，狩猟・漁櫛，採取，市場，人口移出を記述。それによ

って，定着集落の形成が土地，とりわけ森林植生に与えた影響を強調。
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15 :ラム。アメリカ南部においては古くから農業にラパを使役してきたとの通説に対する再検討。

諸種資料の統計的操作により，南北戦争後のラパ使役の普及と増加，相当な地域差の存在，

北部でのラパ肥育地帯の確立と南部の使役地帯との交易，経済の安定化に伴う馬使役への転

換の促進などを明らかにし，その主因を小作や棉作とラパ使役との結合に帰した。さらに，

南部におけるラパからトラクタ一等への転換に対する文化的ないし精神的抵抗の存在を指摘。

19 :スぺンサー。東南アジアの焼畑について，分布と全体的状況，自然環境および文化環境との

関連を概観したあと，農地の利用・管理体系，作物体系，技術体系を分析し，諸類型を設定。

25 :ネーメス。済州島を対象地に，初期の高麗下のイメージの刻印を概観した後，李朝下の新儒

教主義の景観への刻印をジオマンシーの観点から検討。さらに，農民社会の文化景観に儒教

的な徳や宇宙観がどのように構造化されているか，を解明。

以上の概略から，次の点が明らかになった。

① シュミーダーの研究は当初，自然景観の人為的な文化景観への改変の明示に限定されていた

が， 4では自然条件と社会条件それぞれが文化領域の分化を強く規定することを明らかにする

に至った。つまり，文化景観の形成から文化領域の形成へと研究を進めた。

② サウァー&ブランド，メイグスの研究は，文化領域の設定と同時に文化伝播をも考察し，十

分成功しているとはし、えないが，文化領域の動態的分布図を結論として提示している。

③ シュミーダーの 4，サウァー&ブランド，メイグスは，歴史資料や考古資料の分析をブイー

ルド調査と有機的に結びつけて文化領域の形成を考察し，かつ文化景観に注目する点で共通し

ている。サウァーらの方が具象的事物としての物質文化とその痕跡への注目が高い(1のものの，以

下の諸研究者と比べた場合，彼らの研究の類似性が高い。

④ ロストルントの研究は，テーマ，分布図の活用の仕方，技術への注目の点で，上述の 4人と

異なる。文化伝播を考察する点は共通するが，分布図を重ねあわせて経路を導く手法は，物質

文化自身の新旧を問うサウァーらと異なる。

⑤ パーソンズの研究は，植民地化の進行が地域の諸側面を改変する状況を描写する地誌的モノ

グラフの色彩が強い。景観描写も行うが，むしろ経済的展開による地域変化に留意する度合い

が強し、。その点で，ラムと相通じる。

⑥ ワグナーとマイクセルは文化景観をも含めた物質文化の体系的検討を地理学者の中心的分析

手段とみなす点で共通している。特にワグナーはこの点で徹底している。

⑦ ワグナーは物質文化の諸要素(文化景観・生業・食事・工芸や加工の技術など)の複合によ

って伝統社会の安定構造が維持されると考え，その描写に努める。これは，フランスの生活様

式概念(17)のもとで作成されたモノグラフと類似する。また，食事や技術への注目は特に Max.

ソールの立場に近い。(18)これに対し，マイクセルは人閣の介入による自然景観の改変，文化景
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第 2表 『イベロ・アメリカーナ 1.A. ~の著者・タイトル一覧注1)

カリフォJレ

害号P警指指幸サ書道吉ウ数教怒ァJ官-長O理巻学:地者

ニア大学学
年 著 者 タ イ ト Jレ 地理

スタップの
論文注2)

① 1932 C.サウァー&D.プランド アズタトラン。太平洋岸での先史時代メキシ 。
コのアロンティア

2 1932 R.ビーJレズ 1750年以前のメキシコ北部の比較民族学

③ 1932 C.サウァー シボラへの道 。
4 1933 P.テイラー スペイン系メキシコ人の農民社会:メキシコ

ハリスコ州アランダスの場合

⑤ 1934 C.サウァー メキシコ北西部における原住民の部族と言語 。
の分布

6 1933 R.ビ-)レズ アカへ一。デュランゴ州とシナロア州の一山

地民族

7 1934 L.シンプソン ニュースペインインディアンの行政研究

8 1934 A.クローノ4ー メキシコのウト=アズテカ言語

9 1935 P.レイディン ザポテカ族の一歴史伝承

⑪ 1935 C.サウァー メキシコ北西部の原住民の人口 。
11 1935 G./ムランド ゥーェネズエラファルコン州の新たな考古学遺跡

12 1937 s.クック パハカリフォルニアのインディアン間での病

気の範囲と意味

13 1938 L.シンプソン ニュースペインインディアンの行政研究

14 1938 1.ケリー シナロア州シャメトラでの発掘

⑬ 1939 P.メイグス カリフォルニア下部のキリワインディアン

16 1940 L.シンプソン ニュースペインインディアンの行政研究第

4巻(No.7と13の合本)

17 1940 s.クック カリフォルニアのミッションインディアンの

人口動向

18 1941 s.クック カリフォルニア州とネノ〈ダ州のインディアン

の特定集団の食物適応の機構と範囲

19 1943 R.ビールズ カイタ族の原住民文化

20 1943 W.ボラ 植民地時代のメキシコでの養蚕

21 1943 s.クック カリフォルニアのインディアンと白人文明と

の聞の対立(1)

22 1943 s.クック カリフォルニアのインディアンと白人文明と

の聞の対立(2)

23 1944 s.クック カリフォルニアのインディアンと白人文明と

の聞の対立(3)

24 1944 s.クック カリフォルニアのインディアンと白人文明と

の間の対立(4)

25 1945 1.ケリー シナロア州クリアカンの発掘

26 1945 1.ケリー ハリスコ州アウトランータスカリエスコ域の

考古学第 1巻

一
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カリフォル

五取Sl空指佑宇サ得都者読ウソ教救ンγ官官書午ズO理巻学:地者

ニア大学

年 著 者 タ イ 卜 lレ 地理学
スタップの
論文注2)

27 1949 1.ケリー ハリスコ州アウトランータスカリエスコ域の

考古学第 2巻

28 1949 R.ノ王ーロ メキ γ コ、クルーア帝国の範囲

@ 1948 C.サウァー 16世紀、ニュースペイン領のコリマ 。
⑪ 1949 R.ウエス卜 ニュースペイン北部の鉱山社会:パラル鉱山 1946年 S

地区

31 1948 S.クック&L.シンプソン 16世紀メキシコ中部の人口

@ 1949 J.ノfーソンズ コロンピア西部アンティオケーニョの植民地t化 。1948年 S

33 1949 S.クック テオトラルパンの歴史人口学と生態学

34 1949 S.クック 中部メキシコにおける土壌侵食と人口

35 1951 W.ボラ ニュースペインの恐怖の世紀

36 1952 L.シンフ。ソン 16世紀、中部メキシコの土地開発

37 1953 J.ノミリ ハプスブルグ家治下のスペイン領インドにお

ける公共施設の売買

38 1954 W.ボラ メキシコ・ぺル 間における植民期初期の交

易と航海

⑪ 1957 B.コーードン コロンビア、シヌ 郡の人文地理学と生態学 1954年 S

40 1958 W.ボラ 1531 ~ 1570年におけるメキシコ中部の諸生活

必需品の価格動向

41 1958 S.クック サンタマリア・イスカトラン

⑫ 1959 H.アッシュマン パハカリフォルニアの中部砂漠:人口と生態 。1954年 S

43 1960 W.ボラ&S.クック 1548年のメキシコ中部の人口

44 1960 W.ボラ&S.クック 1531 ~ 1610年のメキシコ中部のインディオの

人口

45 1963 wボラ&S.クック スペイン征服前夜のメキシコ中部の原住民人口

⑬ 1963 C.ヨノ¥ンセン ホンジュラス内陸部のサヴァンナ 1959年 S

⑪ 1965 C.エドワーズ 南米太平洋岸の原住民の船 1962年 S

⑬ 1966 W.ドゥヌパン ボリビア、リャノス・デ・モホスの原住民の 1963年 P

文化地理学

⑬ 1967 J.パーソンズ アンティオケーニョの海への回廊:ウラハの 。
集落の歴史地理学

50 1968 W.ボ ラ&S.クック 1520~ 1960年のメステカ・アルタの人口

⑪ 1968 C.ベネ y ト パナマの動物地理学における人間の影響

注 1) vol. 1. 2. 4 ~ 6. 9. 11 ~ 13. 15. 17 ~ 26が手に入らず，久武哲也先生より貴重な資料とご教示を

賜りました。お礼申し上げます。

注 2) H.アソシュマンはカリフォルニア大学のリバーサイド校、地球科学。他はノfークレー校。
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観の形成に注目している。それらの景観形成に対する社会的諸条件の作用についても一応考察

を加えている。

@ ともにロサンゼルス校のラム，スペンサーの研究は，景観への特別な注目はなく，かわりに

経済活動を広義の観点で捉え，その分析によって文化や文化領域を明確化する立場にたつ。た

だ，ラムの方が農業経済活動と文化的特色とを二元的に捉えているのに対し，スペンサーは焼

畑という営為全体を文化もしくは地域を構成するもの換言すれば文化生態系として捉えている

点で，両者は異なる。

⑨ ネーメスの研究は，近年の， D.コスグロープ (1984)く同らの，景観形成主体としての支配

者やイデオロギーに注目する立場の典型例である。文化景観をシンボル表象として扱う立場は

従来の日常の生産・生活の営為の表象として扱う立場と大きく異なる。コスグロープがサウァ

一流の文化地理学研究を批判的に解説附していることからもわかるように，ネーメスの研究

はいわゆるパークレー学派とは言えない。

(2) I Aからみた特色

1 Aは前述の如く三社会科学教室の共通誌で，タイトルが示すように UCPGと比べて限定さ

れたフィールドを対象とした論文のみが掲載されている。第 2表は， 1 Aの論文一覧である。

1932年の創刊以後1948年までは，地理学者の論文はサウァー以外には，サウァー&ブランド，メ

イグスの計二論文のみである。一方，パークレー大学では， 1946年サウァー主導下に熱帯生物地

理学組織， 1952年パーソンズ主導下にカリブ海域調査計画が実現し，(20中米から南米にかけての

より広範な研究テーマ遂行の基盤が確立する。このようにして， 1949年以降， 1 Aにおける地理

学論文の比率は増加し，特に1960年代には，ボラ&クックの歴史人口学研究を除く全論文が地理

学研究で占められるに至った。

スペイン系アメリカあるいはもう少し拡大してアメリカ南西部を含めたラテンアメリカは，

サウァーの生涯変わらぬフィールドであった。土曜日の野外実習授業や春の短期のエクスカー

ションを除けば，サウァーのフィールド調査は夏期休暇期間に実施され，その大半がアメリカ南

西部とメキシコを主とするラテンアメリカであった。その際，少数名の学生も参加するのが普通

だったので(第 3表)，学生も多く当地の研究を深めて学位論文を書くに至った。サウァーのも

とで取得された学位論文37本のうち，アメリカ南西部を含むラテンアメリカ研究は実に過半の20

本を占める。このうち 3本が UCPGに， 6本が 1Aに掲載されている。また，サウァーからは

孫弟子にあたる地理学者でラテンアメリカを対象にした学位論文取得者は実に56名にのぼるとい

う。(叫従って，サウァーにはじまるラテンアメリカ研究の流れは，パークレー学派のー特色とみ
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第 3表 サウァーがラテンアメリカで行なったフィールド調査

Period Area Purpose 
Accompanying 

Source of Funds 
Personnel 

1 
【MEXICOAND THE SOUTHWEST】

1 1926 Mayー Baja field observation S.Dicken. Board of Research. U.C 

June California F. Kniffen. 

P. Meigs 

2 1928 Mayー N.E目 Sonora field observation Board of Research. U.C 

June 

3 1928 July Peninsular geomorphology Board of Research. U.C. 

Range. S. Calif. 

4 1929 Mayー Southeastern geomorphology. D. Brand Board of Research. U.C. 

Jun巴 Arizona archaeology 

5 1929 Dec- Sinaloa. archaeological G. Pfeifer. Board of Research. U.C. 

1930 Janー Nayarit reconnalssance A. Kroeber. 

Mar P. Kirchhoff 

1930 Aprー N. Sonora. archaeological D. Brand. Board of Research. U目C.

May S. Arizona reconnalssance A. Sotomayor 

6 1930 Dec- E. & S. Sonora field observation ]. Spencer Board of R巴search.U.C. 

1931 Jan 

7 1931 June一 Mexico City. archival research Gugg巴nheim

Sept Guadalajara Foundation 

Septー E. & S. Sonora field observation L. Hewes Guggenheim 

Dec N. Sinaloa Foundation 

8 1932 June- Arizona. field observation 

Aug New Mexico 

9 1933 Mayー Parral. Chih.. archival research. Board of Res巴arch.U. C. 

July Chihuahua City. archaeological reconn. 

Durango City in Durango 

10 1934 Juneー Navaho Res .. field observation. ]. Leighly. U.S.D.A.. Soil 

Aug Ariz.. N. Mex. soil巴roslOn A. Normand Cons巴rvationServic巴

11 1935 May- Mexico City. archival research. L. Corwin. Rockef巴ller

Aug Sinaloa. field observation. A. Corwin Foundation 

W. Jalisco. archaeological R. Bowman 

Zacatecas recnnalssance 

12 1938 Dec- Sinaloa archaeological ]. Garst 

1939 Jan reconnalssanc巴 G. Eckholm 

1. Kelly 
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Period Area Purpos巴
Accompanying 

Source of Funds 
P巴rsonnel

13 1939 May- W. Jalisco. field obs巴rvation. H. Bruman. 

Colima. archaeological 1. Kelly 

S. Michoacan. reconnalssanc巴

Mexico City 

14 1941 Jan Mexico City. archival research. M. Wilder 

May W-cent. Mexico fi巴ldobservation B. Wilder 

15 1944 Dec- Mexico City. archival research. Rockefeller 

1945 Jan- W. Mexico field obs巴rvation. Foundation 

Apr Oaxaca aboriginal agricultur巴

16 1946 Mar- Sonora archacological E. Haury 

Apr reconnmssance. 

early man 

17 1946 July Baja Calif. field observation. E. Hammond. 

巴arlyman W. Massey 

18 1947 Feb Baja Calif. field observation. L. Constance. Associates in Tropical 

early man E. Hammond. Biogeography. U.C. 

1. La Riv巴rs.

W. Massey. 
R. Stirton. 

H. Williams 

19 1947 Juneー Northern. field observation. S. F. Cook. Associates in Tropical 

Aug Central & native dom. plants J.Sauer Biogeography. U.C. 

Southern food habits H. J. Walker 

Mexico R. Walk巴r

20 1948 July- Central. field observation. J. Parsons. Rockefeller 

Aug S. Mexico native dom. plants D. Lowenthal Foundation 

21 1949 Feb Baja Calif. field obscrvation. B. Arnold. Associates in Tropical 

巴arlyman H. Aschmann Biogeography. U.C. 

T. Pagenhart 

22 1949 Mar North巴rn. fi巴ldobservation. G. Powell. Associates in Tropical 

June Central & early man Snyder Biogeography. U.C. 

Southern Mexico C. Patton 

23 1950 June N. & S. Mexicoー field observation. N. Mirov. Associates in Tropical 

July Durango. native dom. crops. ]. Vann. Biogeography. U.C. 

Coahuila. natural vegetation T. Pagenhart. 

Tamaulipas P. Wagner 

24 1967 Jun巴 C. & S. Mexico field observation Mrs. Sauer pnvate 

July 
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Period Area Purpose 
Accompanying 

Source of Funds 
Personnel 

【SOUTHAMERICA】

25 1942 Jan- Westen South field observation， ]. Sauer Rockefeller 

July Am巴r.(And巴an native agriculture ; Foundation 

countries) status of research & 

personnel in social 

sCIences 

26 1946 Aug.25 V巴nezuela to attend meeting of U .S. State Dept. 

Sept. 3 Pan-American Inst. of 

Geog. & History， 

Caracas 

【THEWEST INDIES】

27 1950 July Cuba field observation， Associat巴sin Tropical 

marine terraces Biogeography， U.C. 

28 1952 Juneー Dominican Rep.， supervision of student ]. Parsons， Offic巴ofNaval 

Aug Puerto Rico work ; field obs巴rvation ]. Street， Research 

Antigua， native agriculture C. Alexander， 

ST. Kitts， G. Merrill， 

Trinidad， C. Johannessen 

Venezuela， W. Barrett， 

Jamaica G. Tr巴ichel

【CENTRALAMERICA】

29 1958 Aug Costa Rica to attend meeting of 

International Congress 

。fAmericanists， 

San Jose 

30 1968 July Costa Rica visiting scientist， ]. Parsons & Organ. for 

Organ. for Tropical students Tropical Studies 

Studies field course 

31 1968 July Guatemala fielcl observation O. Horst private 

Mrs. Sauer 

出典:R.West(1979)PP.4-6 
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なせよう。

そこで次に，スペイン系土着アメリカという限定された対象域の中で，パークレー学派ではど

のような研究が行われたかを， IAの掲載論文を通じてみてみよう。

3 :サウァー。古代以来原住民の幹線道路であった「シボラへの道」が，植民地化ののちも，ス

ペイン人の探検隊の行程路やジェスイット教団の集落建設地として強い意味をもち，今日新た

な装いのもとでやはり幹線道路であり続けていることを指摘。

10 :サウァ一。歴史資料によりヨーロッパからの伝染病の状態に言及しつつ，初期ジェスイット

教団の統計等を用いて，メキシコ北西部の原住民諸部族の人口とその変動を推計。

29 :サウァー。コリマ地方の原住民であるプエプロ諸族の分布域，人口，領域構成，土器紋様な

ど物質文化の領域間比較によって，元来のコリマ地方の文化領域を明らかにした上で，金銀の

存在により誘発されたスペイン植民の進捗過程と地域変化を描写。

30: R.ウェイト。北部ニュースペインのバレル鉱山を対象に，鉱山開発が，掘削・冶金の技術

面，協業・雇用・居住などの労働組織面，牧畜や農業などの生活基盤，金銀地金と域外物質と

の交換・分配などの商業的関係ないし流通面など，多面的な必要を生じる独特の社会をつくり

だすことを具体的に検討。

32 :パーソンズ。長く隔絶されていたコロンビア西部アンティオケーニョ諸族を対象に，自然条

件，征服前の領域構成，スペイン人鉱山の成立に伴う人工的領域分割と労働力編成，植民地農

業集落の形成，現代の土地政策，人口増加，交通網整備に伴うコーヒー栽培地の移動，新たな

工業化，などの諸側面を地誌的に描写。

39: B.ゴードン。最初に G.P.マーシュ「人間の作用によって改変された地球」を模した研究

であることを言明。コロンビア北西部シヌー郡を対象に，山岳森林地帯と低地潅木地帯の部族

間の物質文化(衣服・家屋・農地等)の差異を，初期スペイン人の記録で明示。その上で，諸

部族により森林破壊や再森林化が行われ，しかもそれが各地帯の部族の文化と相入れず，部族

の交代を惹起したこと，生態学的対応が類似する民族間には，文化的関係さらには系譜関係が

指摘できることを推定。

42: H.アッシュマン。パハカリフォルニアの中央部の現在乾燥地で居住もまれな地帯において，

かつて高密度で居住していた原住民部族が誰で，どの程度の人口で，彼らを支えていた経済・

社会組織がし、かなるもので，何が生じ，なぜ消滅したかについての分析を行う旨を明示。この

目的に即して，原住民の考古学・身体・言語特色，彼らの生態(経済・技術とその材料・社会

組織)，人口学的特色(出生率・家族規模・死亡率・人口とその変動・人口密度)，人口減少要

因等を考古・歴史資料の分析と精轍な解釈により導いている。地域変化を物質・精神両側面か

ら解釈。
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46: C.ヨハンセン。ホンデュラス内陸部のサヴァンナ植生の分析により，熱帯地帯でのサヴァ

ンナ化とサヴァンナ地帯での潅木・乾燥地化といった種構成の変化が進行していること，そし

てその原因に気候，伐採，地下水位変動，土壌，火山灰，火，家畜飼養があることを指摘。

47: C.エドワーズ。土着の船が原住民時代から今日までどのように残存または形や分布を変え

たかを調べるため，パナマからマゼラン海狭までの海岸沿いを14か月フィールド調査。歴史資

料に基づいてヨーロッパ人との接触当初には存在していた 8タイプの船について，その現在状

況を聞き取り， 4タイプが利用と造船を続けていることを明らかにし，次いで 4タイプの各々

の航行ルート，漁場，船の耐久性などの詳細なデータを収集。一方，現存しない 4タイプにつ

いては，史資料からデータを作成。両者から，全タイプの出現の編年，ヨーロッパ人との接触

による変化などを解明。

48: w.ドゥヌパン。ボリビアのモジョスサヴァンナと隣接する森林について，フィールドと古

文書の両面から調査。自然条件，考古時代の状況，ヨーロッパ系の現在の民族，接触以前の原

住民諸部族，集落形態と交通網，農業や他の自給活動，人口とその変動，それ以外の大地に対

する諸活動などの分析を通じて，サヴァンナ居住の特色，自然環境の改変，集落整備，生存活

動の全体，モジョスの文化生態の特色，を結論として提示。

49 :パーソンズ。コロンビアのウラパ地方を対象に， 18世紀以降今日に至るまでの，熱帯雨林低

地に集落や交通網が整備され経済活動の充実と居住の安定化が創出される過程を描写。今日段

階ではし、まだ解決されるべき課題の多いことも指摘。

51 : C.ベネット。文書調査と 2年 8カ月に亘るフィールド調査とによって行われた，パナマの

植民期以前，植民期(以上文書調査が主)，現在(フィールド調査)の三期における生物環境，

動植物状況，農業やその他人間の経済的・生態的働きかけ，についてのモノグラフ。

以上の概観から，次の点が明らかとなった。

① 文書資料とフィールド調査を相互に活用する点で 1Aの研究は共通する。必然的に，スペイ

ン植民期以前，植民期，現在の三時期の対比が可能となるし、起源と伝播、文化変容を研究テ

ーマに含む場合が多い。

② サウァ -3は探検ルートの復元と地理的慣性， 10は歴史人口学に関する研究で，氏の後の研

究のような特色が薄し、。 29は、 UCPG3 -7と同様，考古遺物を文化領域設定に活用している。

③ ウエス卜30は，鉱山活動全体をひとつの文化生態系とみなす点で，スベンサーに近い。

④ パーソンズ32・49は， UCPG 12-1と同様，地誌的色彩が強し、。植民地化や低地への集落

形成など，居住地開発活動に対する関心が推察される。

⑤ ゴードン39は，自身で述べているほどマーシュに近いとは言えなし、。植生を主要素とする白

然条件への対応の一定の型を生態学的対応と称し，これが「物質文化(家屋・農地等)J を強
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く規定するとの考えは，環境論的とすらみなせる。

⑥ アッシュマン42は，一定の人口密度のあった地域の崩壊という，地域変化そのものを，描写

ではなく説明づけようとする研究で， UCPGや 1Aの他の論文にも類似するものはほとんど

なく，その点で特徴的である。例えばパーソンズの地域変化についての研究は現状への推移を

扱っているので描写となってしまうし，スペンサーやウエストらの文化生態系についての研究

は生態系の均衡を扱うためドミナント要素に基づく地誌倒的性格を帯びやすい。これに対し

て，アッシュマンの研究の特色は，いまだ未知の均衡の破壊を分析・解明する点である。

⑦ ヨハンセン46やベネット51は， UCPG 18と同じく，マーシュの研究の立場，つまり地球の

生態ないし自然生態に対する人間の作用を扱う研究である。

③ エドワーズ47は，広範な民俗(族)学的データの収集という点でロストルントに類似し，物

質文化要素の編年を行う点でサウァー&プランドらに類似する。つまり両者を結合した性格を

もっ研究である。

皿 『文化地理学論文集』の構成と内容

前章では， UCPG， IAという重厚な学位論文を多く含み、明瞭で永続的な著者の考え，視点

を示すとみなせる論文の検討を通じて，パークレー学派の研究群が共通点も多く持つ一方で，相

互にかなり異なった立場を並存していることを明らかにした。

本章では整理した形で文化地理学のこれまでの営為と主要なテーマの提示を意図した『論文集』

を素材にして，この点をさらに検討してゆきたい。本書は，アメリカ最古の独立した地理学科博

士課程を備えたシカゴ大学の出版会から出版された。それは，本書の編者，ワグナー&マイクセ

ルがともに当時シカゴ大学へ勤務していたからである。また，両者は，既述のようにともにサウ

ァーから学位を取得した新進の文化地理学者であった。それゆえ本書は，文化地理学の書物とし

て代表的かつ与えた影響も大きい。

しかしながら，前章の検討で明らかなように，両者は文化景観や具象的な物質文化を中心的分

析対象として重視し，非物質文化や社会的条件を積極的には扱わない。この点にも留意して，

『論文集』で意図された文化地理学の体系じ個々の論文の実際について，それぞれ検討しよう。

(1 )編者ワグナー&マイクセルの意図

『論文集』には，官頭に編者の総序論が載っており，編者の考える文化地理学のテーマや出版

目的・編集方針などがわかる(第 4表)。編者は，文化地理学のテーマを，文化・文化領域・文

化景観・文化史・文化生態の 5っとした。まず，文化とは，社会集団がその内部でのコミュニケ
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第 4表 P. ワグナー&M. マイクセル編『文化地理学論文集』の目次と著者の概略

構成 著者名
注 1)
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へ一二シ/ 本 書でのタイ 卜 jレ

総序論 IPワグナ & 
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序
文化地理学
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20世紀の不思議

35 
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第
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文化境界と民族誌地図

言語の地理学

宗教の地理学の基本的諸問題

地理学と地名

北東合衆国の地名のなかの総称用語

ルイジアナ州の諸家屋類型

東南アジアの多様性と統一性

カリフ海社会の範囲と偏差

一文化的歴史的位置としての中央アメリカ

F
H
υ
n
L
F
D
A
A
白
U
Q
J
7
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ハU
F
O
R
d

F
h
d
p
U
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t
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「
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《第三部)) I編 者

文化の起源 IV.チャイルド

と伝播 IHボーべック

1.パーキル

H.カトラー

H.エプシュタイン

孔1.フリード

D.スタニスラウスキ

R.-?ーフィー

E.カント

T.へーゲルストラント

序

先史学者の伝播解釈

地理学的観点による社会経済発展の主要段階

人間の習性と旧大陸の栽培植物の起源

新大陸の食物資源

人間社会に役立たせるものとしての動物の家畜化の特色

諸文化接触の中での土地保有・地理・生態

方格都市の起源と拡大

変化中心としての都市:西洋と中国

人口移動の分類と問題

イノベーションの波の伝播

つ
d
q
d
O
O
Q
U
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n
り
つ
L
Q
u
n
u
n
L

つL

ハU
A
U
1
A
d
4
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'
i
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4
・
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つ
ム
ヮ
“
つ
L

つ
白
つ
L
q
J
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d
q
d
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《第四部)) I編 者

景観と生態 IR.べアーズレーら

恥1.ソ-)レ

D.ホイッ卜 Jレセィ

M.ソ-)レ

H.コンクリン

E.アンダーソン

A.セスティーニ

H.フJレ-)レ

A.ドウマンジョン

G.トレワ サ

序

コミュニティパタンの機能的進化的意味

生活様式概念

世界の主要農業地域

食事の地理学

焼畑に対する民族生態学的アプローチ

新植物と新植物群落の形成者としての人間

文化景観の発達の中における退行局面

社会組織と環境

諸集落類型の起源と原因

植民期アメリカにおける農村集落の諸類型

369 

376 

399 

416 

445 

457 

465 

479 

491 

506 

517 

結 説話 IC.サウァー 539 

注 1)原論文とタイトルの異なるものがある。

地球への人間の作用
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文
年
一

論
行
一

原
発
一

の著 者 概 略

P.ワグナー (1921~ ) 1953phD (パークレー)rニコヤ:中央アメリカ低地社会の歴史地理」現カ

ナダサイモンフレーザ一大

M. ""7イクセル (1930~) 1959phD (パークレー)rモロッコ北部地帯:農村集落とその土地への影響

の研究J1958~ シカゴ大

1931 1 1889 ~ 1975 

1952 1 1891 -1964 
1953 1 1880 -1962 

1956 11900-1961 

1915phD (シカゴ)rミズーリ州オザーク高原の地理学J1923-57パークレー校(カリフ

オルニア大)

1920phD (シカゴ)rパミューダ諸島の資源と経済的利益」一57シカゴ大

プランス，学位(モンペリエ) r地中海ピレネー，植物地理学研究」 ドマンジョンの死

後ソルボンヌ大

1951phD (パークレー)r土着北アメリカにおける淡水魚と漁業の分布研究J1945-61 
ノfークレー校

1952 
1943 
1947 11893-1959 
1953 
1955 11921-
1936 1 1900-
1944 I 1904-
1960 1 1923-
1959 

スイス，チューリヒ大民族学

プラジル大，現代史

ドイツ

スウェーデン

1953phD (バークレー) rジョージア州の人口(集落)パターン」ペンシルパニア大

1930phD (パークレー) rコロラドデルタ」ルイジアナ州立大地理学・人類学名誉教授

1932学位(ユトレヒト)1936-1946ノfークレー大勤務

1943B5 (ハーバード)， 1950MA(バークレー)， 1955phD(ウィスコンシン)，現ロンドン大

1937 I 1892 -1957 
1959 1 1903-

1951-52 
1954 
1955 
1952 
1946 1 1903-
1954 1 1913-
1953 I 1902 
1952 I 1916 

イギリス，先史考古学

オーストラリア，学位1935，ウィーン大名誉教授

シンガポール植物園理事

ワシントン大植物学教授(当時)

イスラエル，へプライ大農学部畜産教授(当時)

コロンビア大人類学(当時)

1944phD (パークレー)rメキシコミチョアカン州の歴史地理」テキサス大名誉教授

1960phD (ハーバード) ミンガン大教授

スウェーデン，ルンド大名誉教授

スウェーデン， 1953学位 (Jレンド大)， 1957ールンド大人文地理学教授

1956 1 アメリカミシガン大人類学教授(当時)
1948 I 
1936 1 1890 -1956 PhD (シカゴ)，ハーバード大名誉教授

1952 I 
1954 1 コロンビア大人類学助教授(当時)

1956 1 ワシントン大植物学教授(当時)

1947 1 1904ー イタリア，プイレンツェ大教授

1947 1 イギリス，マンチェスター大教授 (1930-1944)
1927 I 1872 -1940 フランス， 1905学位(ソルボンヌ) rピカルディ地方J，1911-1940ソルボンヌ大

1946 I 1896 - 1925phD (ウィスコンシン)，ウィスコンシン大名誉教授

1956 
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ーションのために案出したシンボルを意味する。地理学では外化したシンボルたとえば言語や，

習慣的で制度的に枠づけられた行為などがその対象になるという。文化領域とはある文化の分布

域を指し，領域の固定・領域内の文化要素の検討・異文化領域聞の系譜の考察などが研究される t

文化景観とは，社会集団が働きかける地域ないし地表の部分，空間内における具体的な地理的構

成要素の典型的まとまりを指し，自然環境と人聞社会双方の複雑な相互作用の結晶として生みだ

される。諸景観のうち，植生に人間の影響が深く刻まれていることが多く，農地さらに集落景観

の詳細な分析により，個々の特色ある生活様式を明らかにできる。文化史とは，各地の文化的継

起及び文化の起源と伝播の歴史を指し，地名・言語・史料・家畜化や栽培化の生物学・語り伝え・

考古学的手法などにより，文化の単独発生か伝播かをめぐる問題や伝播の経路などを扱う。また，

人口移動研究とそれに関わる文化の研究もこれの重要課題である。古景観とその変遷の研究も重

要な課題である。文化生態とは，文化領域や文化景観を形成しまた機能させる一連の出来事ない

しその一部を指し，文化景観群の横断的検討により，ある現象を生じさせる必要条件を確定でき

るし，現実の諸プロセス(土壌の質の変化や人間集団の増加など)を直接発見，記述，分析する

こともある。

文化地理学者は，明瞭に文化を認識して研究することを要求する。そして，文化の違いにより

生じる諸現象つまり文化というもののもつ意味を明らかにすることに関心をもっ。先の 5つのテ

ーマは相互関連の度合いが強いし，文化地理学者は常に 5つのテ マを明らかにしようとする。

それゆえ，全世界に存在する人間のっくりあげたものを概観した上で，誰がどこで何をいつどの

ように，と問し、かける，と編者は言う。

以上から，編者の文化地理学観の特色をうかがうことができる。まず，対象とする文化を外化

した文化に限定するか，あるいは外化していない文化の場合はその文化の何らかの側面が表にあ

らわれた場合のみを対象とする，という考え方である。次に， r誰がどこで何をいつどのように」

は問うが， rなぜ」は問わないことである。これは，文化の機能考察に重点をおき，文化形成の

意志決定については問わないことを意味する。

また編者は，これまで文化地理学者が方法論的言明より個々の実質的研究を好んだため，適切

な手引書がなかった。従って本書はケーススタディより広範な関心をもち，かつ所収可能な長さ

の論文を採録したという。それらの論文を上述の 5つのテ マ，実際には，指針，文化領域と文

化の分布，文化の起源と伝播，景観と生態，結論の 5つ， 5テーマとの関連では 3つに統合しな

おして掲載している。そしてそれらについても，各部で要約することによって，全論文の掲載意

図を読者に伝えている。従って，次にそれをみていこう。

【第一部指 針】

文化地理学研究の地理学全体の中での位置や，文化地理学がめざす研究方向に関する論文 4本
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を掲載した。 4論文のうち，サウァーは，アメリカにおける自然と人間との関係学としての地理

学の展開を批判し，文化景観の形態学，文化景観形成の文化プロセスの考察こそが地理学の課題

であることを主張している。プラットは，環境決定論の崩壊とサウァ一等の研究スタイル(広範

で性急な一般化を避け，インテンシブな観察と目録作りから成るフィールド調査による個々の文

化の歴史的説明)を評価しつつも，機能分析や一般化の必要性を強調している。ソールは，生態

学的説明と歴史的説明との折衷の必要性を強調したもので，プラットと同一文脈で理解できる。

ロストルントは，環境決定論者の誤りを踏まえた上で，彼らの諸説や一般化の内容自体に含まれ

る貴重な成果を今日の地理学の水準で正しく受け継ぐ必要性を強調している。以上の各論文のト

ーンの差は，環境決定論の興隆期から衰退期へという地理学全体の推移による点が大きいが，と

もかくも文化地理学の体系化のために従来の個別研究のレベルを超えた一般化の必要を説く。

【第二部文化領域と文化の分布】

編者によれば，文化領域をみいだし，その範囲を確定する問題が扱われている。その場合，ど

の文化要素が重要かについてまず留意しなければならない。その上で，それらの文化要素を指標

にした文化領域の設定を論じるのである。その際，単一文化要素を指標とする場合と複数文化要

素を指標とする場合を呈示する。そして最後に文化領域の形成過程について，社会集団による形

成と長期的な移住と伝播に基づく形成が論じられる。

個別論文で述べていこう。まずR.ヴアイスの論文は複数の文化要素の重ね合わせから帰納的

に文化領域を設定し，その境界線の意味をさらに考察している。次にc.カルパルホは言語要素，

P.フイッケラーは宗教要素， 1.リンドは地名要素とそれぞれ単一指標の場合である。 w.ゼリ

ンスキーは単一要素による分類ながら総称名辞の分布の検討によって文化領域の推移をも示唆す

る区分例である。 F.ニッフェンの家屋形態を指標にした例もゼリンスキーに類似する。以上の

単一文化要素を指標とした研究に対し，次の三論文は複数文化要素を指標とする。 J.プレック

は東南アジアを対象に自然・文化要素の点での多様性と社会経済条件の同質性を述べる。 D.ロ

ーウェンサーJレはカリブ島l興社会の複数文化要素による文化領域設定を述べている。サウァーは

長い時間スケールで、の移住や伝播といった要因による文化領域の形成を述べている。

【第三部文化の起源と伝播】

編者は，文化地理学者が，他のすべての文化研究者と同様，文化の発生と伝播や変容の問題解

明に努めなければならないとする。その上で，それらに関する10本の論文を掲載する。 10本はさ

らに 4，2， 2， 2の4種類に分かれる。

まず， G.チャイルドは地理学と同じテーマをもっ考古学における先史時代の伝播研究で，人

間集団の交渉史を明らかにしてくれる。次にH.ボーベックは世界的スケールでの社会・経済的

発展を概観したもので，発展段階論に基づいて15世紀の世界の状況を図示し，各発展段階の特徴，
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段階移行過程の契機，各段階の核心地について論じている o 1.パーキルは旧大陸， H.カトラー

は新大陸における栽培植物の起源と分布について述べている。これらの論文では，文化イノベー

ションを条件づけたり促したりする動機づけに対する関心は小さい。次に H.エプシュタインは

家畜化の選択の一連の過程の検討を通じ，その要因として，社会的美的思慮が反映していること

を結論づけている。 M.フリードは，土地保有，地理条件，生態の研究を通じて，土地保有が社

会組織の指数であり，土地支配に対する異社会システム聞の争いの因子であることも明らかにし

た。これら 2本は動機づけが文化イノベーションの伝播を規定する面を強調したものである。次

の2木は都市に関するもので， D.スタニスラウスキーは方格都市の起源と拡散について検討し

ており，一方， R.マーフィーは都市が文化中心としてもつ機能の西欧と中固との差異に注目し

たものである。以上の歴史時代を主に扱ったものの他にも，現代の伝播に関する研究がある。 E

カン卜は現代西欧の都市農村間人口移動を対象にして，伝播の重要なメカニズムの記述と，異な

る文化領域では移動パターンの異なることを証明した。またT.へーゲルストラン卜は，定量的

に，自動車・ラジオの伝播より一般的には技術革新の伝播を扱っており，文化領域の生成と変化

の研究として重要であると，編者は言う。

【第四部景観と生態】

編者は最後のサウァーの論文は結論にかかわるもので，第四部はそれ以外の10本とする。まず

R.べアズレ一等の論文は，考古学的・民族学的証拠によって，コミュニティパターンが移動社

会から定着社会に移行するにつれて複雑なものに変化し，それが機能的・進化的な変化と判断で

きることを検証したものとする。次のソールはヴィダ、ル=ドゥ=ラ=ブラーシュにより提唱され

た生活様式概念の定義・その有効性と限界を述べたもので，この概念は結局のところ，暮らしな

いし活動を意味する概念で，景観・生態研究上意義深いと述べている。 D.ホィットルセーの論

文はプロセスや発生の点への考察がなく，その点で文化地理学的分類として不十分であるものの，

集約度や商品化の差異を考慮に入れた点が意義を高めたとする。次のソールの論文は食事の諸要

素が文化的アイデンティティの象徴としてもつ意味を論じ，かつ健康と福利の点から食事，栄養

の良悪の価値判断や飢餓という生態的不均衡などのテーマに言及する。以上から食事への注目は

高く評価されるとする。次に，上述の議論の内容を具体的に例示する意図も含めて，人類学者H.

コンクリンの論文が提示される。それは，フィリピンミンドロ島ハヌノ一族の焼畑農耕のインテ

ンシプな調査で，焼畑生態系の安定性を明らかにしたものである。次に，植物学者の E.アンダ

ーソンの論文が示される。氏はサウァーとの共同研究者で，人間の居住・自然改変による随伴雑

草の文化生態上の意義を，雑草の栽培植物化などの例をあげて示し，文化景観群の境界を知る一

指標としての雑草の検討が意味をもつことや，人聞による自然改変が広大で早い時期から進行し

ているのを明らかにした点で意義深いとする。またA.セスティーニの論文は文化景観の退歩的
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局面を例示したものとする。次の 3本は編者によると，集落発達のプロセスを理解することを目

的とする点で共通する。具体的には， J.フルールの論文は，社会組織の発達と環境との関連を，

世界各地の都市発達の比較により検討している。 A.ドゥマンジョンは農村集落の集村・散村形

態の形成要因を自然・社会・農業経済から考察している。 G.トレワーサの論文は，農村集落の

形態と土地システムの要因分析を行ない，フロンティアへの投機的利益追求をする場合と宗教的

な集団のまとまりとの違いをその要因と解釈する。

【結論】

サウァーの論文は本書のまとめに相当する。歴史的かつ比較による方法で，人間により遂行さ

れてきた諸プロセスを明確化することが本書の目的であり，サウァーは文化地理学者が全人類史

の期間にわたってこの研究を進めることを勧める。サウァーの論文の，気候の変化の人間に対す

る影響についての箇所は本書で扱われていないが，他の，移動，伝播，分化については本書に所

収した諸論文がまさにそれにあたる 、 と 編 者 は 言 う 。 ( 未 完)
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資料1 W カリフォルニア大学地理学刊行物~ (UCPG)の目次一覧

【第 l巻】

1 Russian河，カリフォルニア海岸地帯の特徴的河JII

2 カリフォルニア州パークレーの降水

3 地形学的には未完成の(形成途上にある)サンフランシスコ湾口部

4 カリフォルニアの降水

5 1887年 7月1日-1912年 6月30日のパークレーでの気象学的観察の25年一覧

6 カリフォルニア1'1'1ノfークレ一気象局の1913年6月30日までの 1年間に関する報告

7 Lassen峰の最近の火山活動に関する抄報

8 Yolo郡 Cache湾の地形学的特徴

9 カリフォルニア州パークレ一気象局の (1913年 7月 1日から)1914年 6月30日

までの 1年間に関する報告

10 カリフォルニア州パークレ一気象局の (1914年 7月 1日から)1915年 6月30日

までの 1年間に関する報告

【第2巻】

1 1887年 7月1日-1917年 6月30日のパークレーでの気象学的観察の30年一覧

2 景観形態学

3 気候学における図表現研究。1.気候分類の図表現

4 カリフォルニアの気候

5 リオグランデ川(Guapay JII)の南部，東ボリビアアンデス

6 正積円筒(円柱)投影法

7 北西 GreatBasinの地すべり湖

8 パンパ，自然、にそれとも文化的にできた草原か?

9 低部カリフォルニアの研究。 1. San Fernando de Velicataの遺跡と文化

10 植民地期のアルゼンチンパンパの変容

11 北西 GreatBasin Surprise谷の地形

12 Tucumanの史跡地理学(歴史的諸痕跡を活用した地理学，考古地理学)

13 気候学における図表現研究。 1 年気候周期の図化におけるダイアグラムの極

(原点・軸)様式

14 低部カリフォルニアの研究。 II.Guadalupe谷の RussianColony 

【第3巻]

l スウェーデン Malardalen諸都市。都市形態研究

2 Tahoe湖南部シェラネパダ山脈の氷河地形

3 プラジ‘ルの文化中心

4 カリフォルニア半島域の地形

5 Chiricahua域における盆地と山脈の形態

6 中央カリフォルニア湾の夏の海霧

7 南東アリゾナの Pueblo族居住地(遺跡)

【第 4巻】

Tzapotecインディアンと Mijeインディアン(メキシコ Oaxaca州)の集落

【第5巻】

l 合衆国の乾燥気候。1.気候地図

2 低部カリフォルニアの研究。 III.コロラドデルタの初期(原初的な)文化景観

1913 R. S. Holway 

1913 W. G. Reed 

1914 R. S. Holway 

1914 A. G. Mc Adie 

1914 A. O. Leuschner 

1914 W. G. Reed 

1914 R. S. Holway 

1916 D. M. Durst 

1916 W. G. Reed 

1917 W. G. Reed 

1919 B. M. Varney 

1925 C. O. Sau巴r

1925 J. B. Leighly 

1926 R. J. Russell 

1926 O. Schmieder 

1927 C. W. Thornthwaite 

1927 R. J. Russell 

1927 O. Schmieder 

1927 C. O. Sauer & 
P. Meigs 

1927 O. Schmieder 

1927 R. J. Russell 

1928 O. Schmieder 

1928 ]. B. Leighly 

1928 O. Schmied巴r

1928 J. B. Leighly 

1929 W. D. Jones 

1929 O. Schmieder 

1929 C. Sauer 

1930 C. Sauer 

1930 H. R. Byers 

1930 C. Sauer & 
D. Brand 

1930 O. Schmieder 

1931 R. ]. Russell 

1931 F. B. Kniffen 
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3 Sonoraの先始集落。特に C巴rrosde Trincherasに関して 1931 C. Sauer & 
D. Brand 

4 低部カリフォルニアの研究。 IV.コロラドデルタの自然景観 1932 F. B. Kniffen 

5 合衆国の乾燥気候。 n. 1901-1920年における乾燥・砂漠気候の頻度 1932 R. ]. Russell 

【第 6巻】

1 河川流における撹流の形態学上の重要性に関する理論について ].B目 Leighly

2 南カリフォルニア SanGorgonio Passの地形 R. ]. Russ巴II

3 カリフォルニア州 Anaheimのドイツ入植民 H. F. Raup 

4 マルケサス諸島の気象:1929-1932年の太平洋昆虫調査によってマルケサス諸 1933 ]. B. Leighly 

島でなされた気象観察のノート

5 気候学における図表現研究。 lll.年気温周期の極大値日付についての図上での 1934 ]. B. L巴ighly

級数式案

6 毎年 3月の気温の極大値，特にカリフォルニアに関して ]. B. Leighly 

7 中世 Livonia諸都市 ]. B. Leighly 

8 カリフォルニア州シェラネバダ山脈の洪積世氷河の研究(1939年翻訳) ]. E. Kesseli 

9 イギリス地理学者と 17世紀におけるアングロアメリカのフロンティア 1944 F. Mood 

【第 7巻】

低部カリフォルニアにおけるドミニコ派伝道区のフロンティア 1935 P. Meigs 

【第 8巻]

1 カリフォルニア州 SanBernardino :集落と通過地点都市の成長 1940 H. F. Raup 

2 ブルガリア系トルコ人のトルコ的な集落形成(1950-1953) 1957 H. L. Kostanick 

3 アルジエリアとサハラ砂漠の交易ルート 1957 B. E. Thomas 

4 アリゾナ州の製造業 1962 T. Mcknight 

【第 9巻]

原住民の北アメリカにおける淡水魚と漁業 1952 E. Rostlund 

【第10巻】

1 Capitola-Watsonville域の海岸・河岸段丘 1953 G. S. Al巴xander

2 Bajaカリフォルニアの岬地域の地形研究 1954 E. H. Hammond 

3 サンフランシスコ湾域における夏の霧の気候 1956 C. P. Patton 

4 中央 Bajaカリフォルニアにおける地形，気候，考古の後期洪積世以降の変化 1957 B. A. Arnold 

【第11巻]

シェラネパダ山脈の積雪と気候 1955 D. H. Miller 

【第12巻】

1 サンアンドレアスとプロビデンシア:カリフ海西部の英語圏島唄 1956 ]. ]. Parsons 

2 ベネズ、エラ，マルガリータとその隣接諸島の地理学 1958 c. S. Alexander 

3 ニコヤ:文化地理学 1958 P. L. Wagner 

4 ニカラグアの高地松林:文化植物地理学研究 1961 W. M. Denevan 

【第13巻】

【第14巻】

北部モロッコ:文化地理学 1961 M. W. Mikesell 

【第15巻】

南部農業におけるラパ 1963 R. B. Lamb 

【第16巻】

アングロアメリカにおける野生化した家畜 1964 T. Mcknight 

【第17巻】

モドック郡:カリフォルニア火山台地における地理的時間の連続性 1965 R. W. Pease 
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【第18巻】
西インド諸島，外リワード諸島の植物，動物，人間:アンティグァ島，バープ 1965 D. R. Harris 

ダ島，アングイラ島の生態学的研究

【第19巻】

東南アジアの焼畑 1966 J. E. Spencer 

【第20巻】

カリフォルニアの道路沿いの荒れた植生 1970 R. E. Frenkel 

【第21巻】

人なつっこい野生動物:オーストラリアにおける野生化した家畜の調査 1976 T. Mcknight 

【第22巻】

植民期マニラ:スペイン風の都市化の状況と形態発生のプロセス 1977 R. R. Reed 

【第23巻】

チリ北部中央地帯の自然、植生の破壊 1979 c. J. Bahre 
【第24巻]

コスタリカ，コルコバード国立公園における特定熱帯樹穫の再生 1981 S. R. Herwitz 

【第25巻】

ケイマン諸島の海岸植生:比較植物地理学研究 1982 1. D. Sauer 

【第26巻】

イデオロギーの建築:韓国，済州島への新儒教主義の刻印 1987 D.1. Nemeth 


